
宮
崎
夢
柳
「
自
由
の
凱
歌
」

の
言
説
戦
賂

西
田
谷
　
洋

1
　
言
説
戦
略
研
究
の
意
義

3王！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ち
ど
き

　
ビ
ロ
ウ
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
等
が
「
専
制
主
義
に
打
ち
勝
つ
て
白
由
の
凱
歌
を
揚
げ
」
一
4
2
一
る
過
程
を
榊
く
官
崎
夢
柳
「
白
由
の
凱
歌
」
一
門
内
｛
新

聞
』
一
八
八
二
・
八
・
二
一
－
八
三
二
一
・
八
一
は
、
そ
れ
に
向
け
て
様
々
な
言
説
が
組
織
化
さ
れ
る
物
語
と
言
え
よ
う
。

　
本
稿
で
言
う
言
説
は
、
語
り
手
・
書
き
手
等
の
送
り
乎
が
、
聞
き
手
・
読
み
手
で
あ
る
受
け
乎
に
向
け
て
発
す
る
談
諦
・
発
話
の
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
目
ン

る
。
つ
ま
り
、
本
稿
は
、
送
り
手
が
受
け
手
に
向
け
て
行
う
意
図
明
示
的
伝
達
と
し
て
物
語
テ
ク
ス
ト
を
捉
え
て
い
る
。
言
説
は
、
送
リ
手
・

受
け
手
が
共
有
す
る
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
解
読
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
文
脈
そ
の
他
の
背
景
的
情
報
を
・
壬
体
的
に
駆
使
し
有
契
的
に
意
昧
づ
け
る

推
論
に
よ
っ
て
、
理
解
さ
れ
る
。
拙
稿
「
言
説
は
い
か
に
理
僻
さ
れ
る
か
」
一
門
漱
石
研
究
』
一
九
九
七
・
、
五
一
で
は
、
関
連
性
理
論
に
依
拠
し

つ
つ
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
言
語
襯
へ
の
認
知
的
言
語
襯
の
優
位
性
を
論
証
し
、
推
論
解
釈
に
よ
る
伝
達
で
は
隠
楡
等
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
不
可
分

の
関
係
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
拙
稿
「
明
治
初
期
政
治
小
説
の
時
制
を
め
ぐ
っ
て
」
一
門
8
本
文
学
嶋
一
九
九
七
∴
五
一
で
は
、
語
リ
子

の
認
知
的
言
語
運
用
と
し
て
物
語
を
捉
え
、
語
り
手
が
現
在
の
視
点
か
ら
事
象
・
山
来
事
を
い
か
に
図
式
化
し
兇
立
て
る
か
と
い
う
事
象
認
知

・
虚
構
制
作
過
程
の
一
環
と
し
て
相
・
時
制
が
構
造
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
送
り
手
の
心
的
イ
メ
…
ジ
・
図
式
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
た
言
語
運
用
と
し
て
物
語
を
捉
え
る
認
知
的
な
立
場
か
ら
、
物
諦

論
の
再
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
物
語
世
界
内
外
で
の
具
体
的
な
青
説
戦
略
を
対
象
と
す
る
。
言
説
戦
略
と
は
、
一
、
一
一
□
説
の
や
り
取

リ
の
印
で
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
送
リ
手
が
用
い
る
乎
段
で
あ
る
。
い
わ
ぱ
、
認
知
と
い
う
ハ
i
ド
の
上
で
稼
働
す
る
、
伝
達
の
さ
れ
方
と

い
う
ソ
フ
ト
の
一
つ
で
あ
る
言
説
戦
略
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
善
一
㎜
説
戦
略
の
分
析
は
、
内
然
か
つ
白
閉
に
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
会
話
を
柵
亙
逮
成
行
為
と
し
て
捉
え
て
実
州
的
な
方
法
を
兇
い
だ

一13（〕一
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し
た
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
の
会
話
分
析
に
も
着
想
を
得
て
い
る
。
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
の
考
え
方
で
は
、
　
「
話
は
、
社
会
的
組
織
の
場
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
り
、
社
会
的
組
織
を
共
謀
す
る
も
の
で
あ
り
、
達
成
さ
せ
し
る
。
ま
た
、
　
「
実
際
の
山
来
事
は
、
そ
の
ま
ま
事
実
に
な
る
の
で
は
な
い
。
出

来
事
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
す
る
適
切
な
手
続
き
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
の
出
来
事
は
事
実
へ
と
変
換
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
一
略
一
あ
る

こ
と
を
一
つ
の
事
実
と
し
て
記
述
し
た
リ
、
取
り
扱
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
洲
来
事
そ
れ
白
体
が
、
物
語
の
語
リ
手
を
権
威
づ
け
し
て
、
当
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
〕

カ
テ
ゴ
リ
ー
化
を
不
可
避
の
も
の
と
し
て
扱
う
よ
う
強
制
し
て
い
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
人
々
が
社
会
に
厳
と
し
て
存
在

す
る
と
思
っ
て
い
る
現
実
は
、
人
々
の
会
話
等
の
相
互
作
用
・
行
為
の
過
程
で
様
々
に
用
い
ら
れ
る
方
法
を
通
し
て
経
験
さ
れ
想
像
さ
れ
る
達

成
産
物
で
あ
る
。
言
説
戦
略
は
、
言
語
運
用
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
現
実
を
作
り
上
げ
る
方
略
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　
本
稿
は
、
言
説
戦
洛
の
分
析
の
た
め
、
い
か
に
言
説
が
修
辞
的
に
運
用
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
遂
行
さ
れ
て
い
く
か
を
検
討
す
る
。

　
同
時
代
で
も
、
菊
池
大
麓
門
修
辞
及
華
文
』
一
文
部
省
一
八
七
九
・
五
一
の
一
節
に
「
修
辞
ハ
一
略
一
汎
ク
文
章
ノ
意
昧
情
趣
並
二
聴
納
者
ヲ

感
移
ス
ル
ニ
関
ス
ル
全
結
果
ヲ
論
ス
ル
者
ナ
リ
」
と
定
義
さ
れ
る
如
く
、
伝
達
と
修
辞
と
は
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
明
治
初
期
は
、
江
戸
文

学
以
来
の
文
彩
と
し
て
の
修
辞
を
継
承
し
つ
つ
、
弁
論
・
演
説
の
た
め
の
西
洋
修
辞
学
の
導
入
が
試
み
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
演
説

　
　
　
　
　
　
フ
エ
デ
り
テ
イ

で
は
、
意
昧
の
伝
達
の
正
確
度
だ
け
で
は
な
く
、
意
図
さ
れ
た
目
的
の
達
成
が
重
要
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
明
治
初
期
は
、
意
図
を
伝
え
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
動
か
す
た
め
の
言
語
運
用
が
問
題
化
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
る
。
従
来
、
　
「
読
本
の
修
辞
」
と
し
て
一
目
明
税
さ
れ
て
き
た
「
向
由
の
凱
歌
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
〕

の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
閉
治
初
期
に
お
け
る
物
語
伝
達
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
最
初
に
語
り
の
構
造

を
提
示
し
、
次
に
演
説
の
修
辞
学
の
同
時
代
的
動
向
を
視
野
に
入
れ
て
物
語
世
界
内
の
演
説
の
分
析
を
行
い
、
現
行
テ
ク
ス
ト
の
締
末
部
を
論

じ
る
。
波
説
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
れ
が
一
因
由
民
権
期
の
代
表
的
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
伝
達
に
お
け
る
合
意
形
成
の
成

功
と
失
敗
が
最
も
見
や
す
く
、
　
「
自
由
の
凱
歌
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一129一

二
　
語
り
の
構
造
と
枠
組

　
「
肉
出
の
凱
歌
」
の
語
リ
で
最
も
目
に
付
く
の
は
、
物
語
世
界
外
の
送
り
手
、
特
に
書
き
乎
が
本
文
巾
に
何
度
も
顔
を
出
す
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
く
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
も

た
と
え
ば
、
各
回
冒
頭
・
末
尾
部
の
「
再
説
」
一
5
一
・
「
復
説
」
一
1
4
一
・
「
例
に
依
つ
て
次
回
に
説
く
べ
し
」
一
1
5
一
等
の
物
語
世
界
外
の
語
り
手
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
わ
け

物
語
を
再
開
・
中
断
す
る
際
の
類
型
的
表
現
や
、
　
「
看
官
宜
し
く
察
し
給
へ
」
一
9
一
・
「
次
回
の
紙
上
に
分
教
な
ん
」
一
2
2
一
等
の
書
き
手
が
物
語



を
中
断
す
る
際
の
表
現
が
そ
れ
で
あ
る
。
物
語
世
界
外
の
語
り
手
・
書
き
手
↑
送
り
手
一
が
現
れ
る
度
に
、
聴
き
手
・
読
み
手
↑
受
け
手
一

は
物
語
世
界
内
の
場
面
か
ら
離
れ
、
物
語
の
叙
述
・
進
行
に
関
わ
る
情
報
を
知
ら
さ
れ
る
。
回
末
・
回
頭
の
送
リ
手
で
あ
る
書
き
手
は
、
物
語

世
界
と
「
看
官
し
と
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。
読
者
は
、
物
語
へ
の
関
わ
り
方
を
書
き
手
に
よ
っ
て
補
助
・
規
制
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
も
と

　
夢
柳
日
く
本
編
は
原
仏
国
の
学
土
ヂ
ュ
マ
氏
が
彼
の
大
革
命
に
際
し
泄
に
名
高
き
破
獄
一
件
を
綴
り
し
テ
ー
キ
ン
グ
ジ
ー
バ
ス
チ
ー
ル
と
題
せ
る
も
の
に
し

て
弊
社
の
百
華
園
主
人
が
既
に
掲
載
半
な
る
医
者
の
記
録
一
西
の
洋
血
潮
の
暴
風
一
に
連
続
せ
る
碑
史
を
意
訳
せ
し
な
り
此
頃
百
華
園
主
人
は
病
魔
の
圧
制
を

受
け
久
し
く
筆
硯
の
自
由
を
失
し
た
れ
ど
も
不
日
必
ら
ず
回
復
を
得
て
続
々
其
の
次
章
を
登
録
す
べ
け
れ
ば
看
官
願
く
は
彼
此
棚
参
蝋
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
一
1
）

　
第
一
回
末
に
顕
在
化
さ
れ
た
意
訳
者
「
夢
柳
」
は
、
　
「
白
由
の
凱
歌
」
の
意
義
や
位
置
づ
け
等
を
読
者
に
伝
え
る
。
デ
ュ
マ
の
原
作
の
第
一

次
読
者
で
あ
る
意
訳
者
は
、
　
「
白
由
の
凱
歌
」
を
読
む
た
め
の
枠
組
を
読
者
に
教
育
す
る
言
葉
を
物
語
の
始
発
に
あ
た
リ
削
置
し
て
い
る
。

　
一
方
、
　
「
白
由
の
凱
歌
」
が
連
載
小
説
で
あ
る
以
上
、
あ
る
挿
話
が
い
つ
の
「
回
」
の
「
紙
上
」
に
「
分
教
し
さ
れ
る
か
が
書
き
手
の
構
成

上
の
問
題
と
な
る
。
ス
ト
i
リ
ー
展
開
へ
の
書
き
手
の
説
明
は
、
回
末
の
場
含
は
予
告
と
な
リ
、
場
面
の
後
の
叙
述
の
場
合
に
は
原
因
・
起
源

の
開
示
と
な
る
。

一128一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
い
し

　
媒
寛
此
の
ギ
ル
ベ
ル
ト
が
所
持
な
す
乎
箱
の
何
故
に
斯
く
緊
要
な
る
か
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ね
ど
是
は
一
編
中
の
核
予
な
れ
ば
其
結
局
に
至
り
て
凶
づ
か
ら
瞭

然
た
る
べ
し
看
官
講
ふ
其
の
意
を
諒
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
且
つ
次
回
よ
リ
女
ユ
富
巾
の
話
頭
に
転
換
ら
ん
（
6
2
）

511

　
ギ
ル
ベ
ル
ト
に
頼
ま
れ
て
ビ
ロ
ウ
が
保
管
し
て
い
た
「
手
箱
」
は
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
の
逮
捕
の
数
日
後
に
憲
兵
に
押
収
さ
れ
る
。
　
「
乎
縮
」
を

奪
わ
れ
た
ビ
ロ
ウ
は
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
に
報
告
し
よ
う
と
パ
り
に
向
か
い
、
バ
ス
チ
ー
ル
奪
取
の
峰
起
に
参
加
す
る
。
ギ
ル
ベ
ル
ト
は
、
解
放
後

に
ビ
ロ
ウ
か
ら
「
手
箱
」
の
強
奪
を
聞
き
、
逮
揃
が
前
宰
相
ネ
ツ
カ
ー
の
命
令
書
の
せ
い
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
ギ
ル
ベ
ル
ト
は
、
ネ
ツ
カ
ー

の
紹
介
に
よ
っ
て
国
王
ル
イ
十
六
世
に
謁
見
し
、
逮
捕
・
押
収
が
以
前
犯
し
た
チ
ヤ
ー
二
－
夫
人
ア
ン
ド
レ
ー
に
依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
知
リ
、

「
手
箱
」
を
取
リ
戻
す
。
「
手
箱
」
の
行
方
と
そ
の
探
索
は
、
物
語
言
説
の
三
分
の
二
で
あ
る
第
六
二
回
ま
で
を
繋
ぐ
事
件
連
鎖
を
構
成
す
る
。

六
二
回
末
の
書
き
手
の
言
葉
は
、
「
手
箱
」
の
中
身
が
物
語
の
「
核
子
」
で
あ
リ
、
物
語
の
結
末
で
重
要
な
意
昧
を
持
つ
こ
と
を
予
告
し
て
い
る
。
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ま
た
、
時
間
表
現
面
で
、

物
語
世
界
と
読
者
を
繋
ぐ
送
り
手
の
位
置
が
示
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
や

　
バ
ス
チ
i
ル
ヘ
行
け
獄
屋
へ
行
け
と
皆
n
々
に
号
呼
な
が
ら
隊
服
を
組
ん
で
ビ
ロ
ウ
共
々
早
彼
方
を
さ
し
て
進
行
せ
し
は
是
れ
ぞ
仏
櫛
西
の
破
獄
箏
件
の
起

淑
な
り
と
後
に
ぞ
思
ひ
合
は
さ
れ
た
リ
（
〃
一

　
ビ
ロ
ウ
万
歳
吾
党
．
カ
歳
と
綿
く
ま
で
に
鴫
え
あ
げ
し
は
是
れ
ぞ
此
の
国
圧
制
の
政
府
の
滅
権
と
並
び
立
ち
非
常
の
勢
力
を
有
し
た
る
バ
ス
チ
ー
ル
の
監
獄
へ

細
目
を
受
け
ぬ
人
民
の
背
天
内
n
公
然
と
義
に
杖
り
内
・
㎜
に
某
き
て
入
込
た
り
し
魁
け
と
ビ
ロ
ウ
の
炎
名
は
後
の
枇
ま
で
祝
賀
の
声
に
聞
え
た
れ
（
3
1
一

　
こ
れ
ら
は
、
物
語
世
界
内
の
出
来
事
を
「
是
れ
」
と
指
示
し
、
そ
の
事
件
を
過
去
化
す
る
「
後
の
世
し
の
状
況
を
補
足
す
る
。
出
来
事
は
、

前
者
で
は
「
思
ひ
合
は
さ
れ
」
て
語
り
手
の
内
面
に
言
語
化
さ
れ
、
後
者
で
は
「
声
」
を
「
聞
」
く
聴
覚
で
指
示
対
象
が
得
ら
れ
る
。
現
実
世

界
に
は
存
在
し
な
い
出
来
事
で
あ
る
「
是
れ
」
の
指
示
対
象
を
、
内
的
で
あ
れ
外
的
で
あ
れ
既
存
の
言
説
世
界
の
担
言
語
化
と
い
う
方
法
で
、

語
リ
手
は
言
及
す
る
。
　
「
フ
i
ロ
ン
一
略
一
老
婆
の
為
め
に
其
名
を
知
ら
れ
た
リ
と
か
や
」
（
8
5
一
・
「
力
ー
ザ
ム
候
が
絶
命
の
言
葉
に
て
議
院
を

退
り
し
間
も
な
く
忽
ち
現
世
を
見
捨
て
し
と
ぞ
」
一
9
6
）
等
、
こ
の
物
語
に
散
在
す
る
伝
聞
の
文
末
は
そ
れ
と
同
種
の
方
法
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、

一
七
二
二
一
回
の
引
用
部
分
の
語
り
手
は
、
　
「
後
の
世
」
と
同
時
か
そ
れ
以
峰
の
時
間
に
存
在
す
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
物
語
世
界
を
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
一

去
の
も
の
と
し
、
　
「
後
の
世
」
以
後
の
物
語
世
界
外
を
現
在
時
と
し
て
い
る
。

　
物
語
世
界
内
と
読
者
を
繋
ぐ
書
き
手
は
物
語
の
展
開
を
見
越
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
全
知
的
な
視
点
で
全
て
の
物
語
言
説
が
統
括
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
回
末
の
構
成
的
な
言
葉
の
場
合
、
そ
れ
が
な
い
回
が
断
統
的
に
存
在
し
、
特
に
二
四
－
四
一
、
六
三
－
七
一
回
に
は
全

く
現
れ
な
い
。
ま
た
、
あ
る
人
物
の
内
面
を
語
リ
な
が
ら
、
別
の
人
物
の
そ
れ
を
語
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

一ユ27一

　
カ
セ
イ
リ
ン
の
後
の
方
諦
れ
と
も
伽
ら
ず
声
か
け
て
侯
ね
く
と
呼
ぷ
を
醐
き
乎
綱
杣
へ
し
其
と
こ
ろ
へ
思
ひ
か
け
な
き
ア
ン
ジ
ピ
ト
ウ
一
7
）

　
ビ
ロ
ウ
は
只
だ
独
り
快
よ
か
ら
ぬ
而
色
な
し
ギ
ル
ベ
ル
ト
に
尋
ぬ
る
一
略
一
不
平
不
満
の
、
青
葉
に
ギ
ル
ベ
ル
ト
は
困
じ
…
木
て
、
正
直
質
朴
の
ビ
ロ
ウ
な
れ
ば
江

闘
に
返
答
へ
被
れ
が
怒
り
を
惹
き
旭
し
て
は
悪
し
か
る
べ
し
如
か
ず
和
め
諭
さ
ん
に
は
と
急
に
顔
を
和
ら
げ
て
（
8
1
一

カ
セ
イ
リ
ン
や
ギ
ル
ベ
ル
ト
ヘ
の
内
的
焦
点
化
は
、
ビ
ロ
ウ
や
ピ
ト
ウ
に
対
し
て
は
外
的
焦
点
化
と
な
る
。
焦
点
化
ゼ
ロ
の
物
語
言
説
と
は
、



内
的
焦
点
化
の
小
切
片
と
外
的
焦
点
化
の
小
切
片
の
混
交
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
は
、
語
リ
手
は
登
場
人
物
が
見
聞
し
て
い
る
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
物
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
語
リ
に
よ
る
枠
組
化
の
力
が
作
用
す
る
。
物
語
世
界
内
の
場
而
に
感
情
的
に
寄
リ
添
い
感
想
を
付

す
語
り
手
は
、
そ
れ
が
顕
示
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

不
平
の
惰
に
堪
誰
ひ
堆
し
薯
婁
然
也
く
と
声
を
か
け
一
輝
些
千
余
人
碧
携
へ
銑
島
ひ
公
禺
へ
と
△
答
せ
し
は
実
に
も
枝
な
黍
動

な
ら
ず
や
一
ー
ユ
一

711

　
こ
こ
で
は
、
語
り
手
は
、
カ
ミ
ル
デ
モ
ル
ラ
ン
の
演
説
で
触
発
さ
れ
た
民
衆
峰
起
を
「
壮
快
」
な
運
動
と
し
て
称
え
る
行
為
を
受
け
手
と
共

有
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ム

　
知
識
を
伝
え
、
共
感
を
求
め
、
推
測
す
る
こ
と
で
、
語
り
手
は
、
物
語
伝
達
の
枠
組
を
形
作
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
　
「
虎
狼
に
斉

し
き
暴
民
激
徒
」
一
4
8
一
等
の
比
楡
や
、
　
「
ダ
ロ
ニ
i
が
頭
は
其
処
に
転
が
り
て
瞬
く
間
息
絶
た
る
は
無
惨
と
云
ふ
も
憐
れ
な
り
」
一
蝸
一
等
の
評

個
・
感
慨
付
け
は
、
語
り
手
が
、
受
容
者
と
の
間
に
合
意
を
形
成
す
る
た
め
の
方
略
で
あ
る
。

　
物
語
に
は
、
伝
達
内
容
に
関
す
る
送
り
手
の
態
度
や
そ
の
伝
達
に
際
し
て
の
送
り
手
、
受
け
手
の
社
会
的
な
役
割
に
関
わ
る
対
人
関
係
機
能

が
あ
る
。
特
に
日
本
語
は
、
判
断
・
表
現
主
体
の
主
観
的
側
面
が
高
度
に
文
法
化
さ
れ
た
言
語
で
あ
り
、
発
話
の
参
加
者
の
社
会
関
係
や
伝
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

態
度
の
反
映
で
あ
る
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
基
軸
と
す
る
叙
法
と
し
て
対
人
関
係
機
能
が
構
造
化
さ
れ
る
。
言
説
は
、
発
話
態
度
を
通
じ
て
指
示
対

象
と
し
て
の
出
来
事
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
発
話
態
度
は
、
伝
達
に
お
け
る
送
り
手
側
の
枠
組
を
構
成
す
る
、
物
語
言
説
の
肉
己
言
及
的
な
要

素
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
　
　
　
　
　
（
s
）

　
メ
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
特
徴
づ
け
る
枠
組
を
送
り
手
・
受
け
手
が
設
定
・
推
測
す
る
の
が
、
枠
取
リ
で
あ
る
。
枠
取
り
は
「
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
〕

や
他
人
の
言
動
の
真
意
・
意
図
を
、
伝
達
ま
た
は
解
釈
す
る
た
め
の
一
方
法
し
で
あ
り
、
メ
タ
メ
ッ
セ
i
ジ
と
い
う
枠
組
の
中
で
全
て
の
メ

ッ
セ
i
ジ
が
伝
達
・
解
釈
さ
れ
る
。
話
さ
れ
た
言
説
が
そ
の
発
話
態
度
と
と
も
に
、
各
言
説
を
枠
取
リ
し
て
い
き
、
個
々
の
小
さ
な
枠
組
を
、

さ
ら
に
状
況
全
体
を
規
定
す
る
大
き
な
枠
組
を
、
反
映
し
構
築
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
言
説
に
関
わ
る
全
て
が
発
話
者
と
受
容
者
の
関
係
を
枠

取
り
す
る
材
料
に
な
る
。
さ
ら
に
、
枠
組
に
言
及
し
て
伝
達
の
あ
リ
方
を
指
示
す
る
メ
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
i
テ
ィ
ン
グ
や
、
枠
組
白
体
の
変
更
を

行
う
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
タ
ネ
ン
の
仕
事
は
、
日
常
的
言
語
運
用
で
枠
組
の
顕
在
化
に
よ
っ
て
伝
達
の
成
功
が
導
か
れ
る

一126r
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事
例
の
検
討
で
あ
る
。
枠
組
の
顕
在
化
は
、
反
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
の
み
奉
仕
す
る
の
で
は
な
い
。

　
そ
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
　
「
白
由
の
凱
歌
」
の
中
絶
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
皿
た
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
》

　
ピ
ト
ウ
は
今
更
ギ
ル
ベ
ル
ト
ビ
ロ
ウ
の
一
爾
個
に
棚
れ
ん
こ
と
忍
び
難
な
き
心
情
な
れ
ど
事
を
分
け
た
る
其
頼
み
且
つ
は
又
我
が
為
め
に
は
行
末
を
も
料
り
た

　
　
　
　
　
　
い
沌
　
　
か
一
ね
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
λ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
、
壼

る
恵
み
に
之
れ
を
固
辞
み
兼
然
ら
ば
教
え
に
随
ひ
て
彼
の
地
へ
別
れ
奉
つ
ら
ん
汝
必
ら
ず
健
全
に
渡
り
給
へ
と
暇
を
乞
ふ
一
一
、
n
葉
も
凶
づ
と
涙
声
是
れ
が
或
ひ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
凸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
．
㍑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

永
訣
と
な
ら
ん
も
今
の
世
の
巾
に
は
定
め
渚
の
獅
千
鳥
友
に
離
れ
て
ー
コ
ハ
だ
独
り
遠
く
飛
び
去
る
悲
哀
の
心
脇
か
じ
と
す
れ
ど
溢
れ
来
る
涙
に
誠
実
硯
れ
た
リ

一
9
9
一

　
ギ
ル
ベ
ル
ト
と
ビ
ロ
ウ
は
、
革
命
に
挺
身
す
ぺ
く
家
族
や
次
代
の
闘
争
等
の
後
事
を
ピ
ロ
ウ
に
託
す
る
。
ピ
ト
ウ
は
、
二
人
の
言
説
を
依
頼

・
恩
恵
の
発
語
内
行
為
と
し
て
受
取
り
、
発
語
媒
介
行
為
と
し
て
の
「
永
訣
」
を
「
涙
声
し
で
言
語
化
す
る
。
ピ
ト
ウ
の
胸
に
は
「
悲
哀
の
心
」

が
満
ち
、
　
「
誠
実
」
を
込
め
た
言
説
に
よ
っ
て
意
志
が
伝
え
ら
れ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
こ
こ
で
、
ピ
ト
ウ
の
「
誠
実
」
が
語
ら
れ
る
の
は
何
故
か
。
　
「
自
由
の
凱
歌
」
が
、
　
「
解
説
的
な
注
釈
文
を
組
み
込
み
革
命
に
至
る
を
然
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
洲
一

を
持
た
そ
う
と
し
て
い
る
」
よ
う
に
、
こ
の
「
誠
実
」
に
も
枠
組
を
作
る
機
能
が
あ
る
。
　
「
白
由
の
凱
歌
」
の
物
語
言
説
は
、
修
辞
的
に
二
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ゆ
て
ん
ね
い

対
立
に
よ
っ
て
カ
テ
ゴ
り
－
化
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
リ
、
フ
レ
ツ
セ
ル
の
「
弐
心
」
一
2
3
一
、
政
府
官
僚
等
の
「
阿
訣
詔
俵
」
一
6
3
一
に
、
ビ
ロ
ウ

の
「
正
直
質
朴
」
（
趾
一
や
ギ
ル
ベ
ル
ト
の
「
丹
心
し
一
5
8
一
が
対
置
さ
れ
る
。
賂
易
第
十
六
世
・
マ
リ
ア
ン
ト
ハ
ネ
ツ
ト
に
対
し
て
、
政
席
官
吏

が
「
媚
び
詔
ら
」
一
7
5
一
う
の
に
対
し
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
は
、
　
「
誠
心
」
一
7
6
一
か
ら
「
忌
み
偉
ら
ぬ
直
言
」
一
7
8
一
を
す
る
。
こ
の
物
語
で
は
、
虚
偽

・
追
従
的
な
言
説
と
誠
実
・
素
朴
室
言
説
と
が
対
立
す
る
。
追
従
と
は
、
上
位
者
へ
の
儀
礼
・
敬
意
を
装
い
つ
つ
事
実
を
隠
蔽
し
、
利
己
的
な

欲
望
を
実
現
す
る
た
め
の
二
重
的
言
説
で
あ
る
。
現
政
府
は
、
　
「
直
言
議
議
を
忌
み
嫌
ひ
忠
義
の
人
を
退
け
」
一
5
9
一
る
。
虚
偽
・
利
己
的
な
言

説
が
「
国
王
と
人
民
と
の
間
に
一
つ
の
城
壁
」
一
7
6
一
を
構
成
す
る
。
一
方
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
等
の
誠
心
は
、
　
「
天
地
に
対
し
今
古
に
向
ひ
不
易
不

　
　
Ψ
」
と
は
り

変
の
道
理
」
訂
一
と
結
合
す
る
。
発
話
態
度
の
誠
心
と
発
話
内
容
の
遣
理
と
が
一
体
化
し
た
車
言
は
、
圧
制
政
府
の
虚
偽
・
儀
礼
的
な
言
語
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
1
一

壁
を
破
壊
し
、
白
由
民
権
仲
張
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
。
　
「
白
由
の
凱
歌
」
の
二
元
論
的
な
物
語
言
説
は
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
等
革
命
党
穏
健
指
導
者

の
言
説
を
誠
心
・
遭
理
と
し
て
特
権
化
し
、
そ
の
伝
達
が
聞
き
手
の
専
制
体
制
変
革
行
動
へ
の
契
機
と
な
る
よ
う
、
枠
組
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
時
代
の
雄
弁
法
、
つ
ま
り
演
説
の
修
辞
学
で
は
、
言
葉
の
重
要
性
は
意
志
の
伝
達
だ
け
で
は
な
く
、
人
を
感
激
さ
せ
る
こ
と
に
あ

一ユ25一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
蜆
一

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
一
膏
語
ノ
要
ハ
決
シ
テ
意
ヲ
通
ス
ル
ノ
ミ
ニ
止
マ
ラ
サ
ル
ナ
リ
言
諮
ハ
人
ヲ
感
激
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
ル
ナ
り
若
シ
夫
レ
人
ヲ
説
キ
人
ヲ
謝
へ
人
ヲ
諌
ム
ル
カ
如

キ
ニ
在
り
テ
之
ヲ
感
激
セ
シ
ム
ル
ニ
非
ラ
ザ
レ
バ
決
シ
テ
目
約
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
能
ハ
、
ス
一
黒
岩
大
『
雄
弁
葵
辞
法
』
輿
諭
社
一
八
八
二
・
三
）

　
波
説
モ
誠
心
ノ
申
二
充
実
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
何
ソ
一
国
ノ
人
心
ヲ
振
起
ス
ル
ヲ
得
ン
ヤ
一
末
広
鉄
腸
「
雄
弁
葵
辞
法
序
」
一

911

　
新
聞
と
演
説
と
い
う
自
由
民
権
期
の
二
木
言
論
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
「
直
接
二
人
心
ヲ
振
起
セ
シ
ハ
演
説
」
一
三
宅
虎
太
『
口
本
演
説
軌
範
』
山

中
喜
太
郎
一
八
八
一
・
一
〇
）
の
方
で
あ
る
。
演
説
で
人
を
説
得
し
諌
め
る
た
め
に
は
、
感
動
さ
せ
な
け
れ
ば
効
果
は
望
め
な
い
。
特
に
「
東

洋
諾
邦
に
於
て
は
悲
憤
恢
慨
の
言
、
人
に
感
を
与
ふ
る
多
」
一
尾
崎
行
雄
門
公
会
演
説
法
k
丸
屋
善
七
一
八
七
七
・
一
二
く
、
　
「
悲
哀
し
が
強

調
さ
れ
や
す
い
。
感
動
を
効
果
的
に
作
リ
出
す
た
め
に
は
、
言
葉
に
「
誠
心
」
を
込
め
て
真
情
に
訴
え
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
　
「
向
南
の

凱
歌
し
に
先
行
す
る
桜
田
百
華
園
「
西
の
洋
血
潮
の
小
暴
風
」
一
『
自
由
新
聞
』
一
八
八
二
・
六
・
二
五
－
二
・
ニ
ハ
一
に
も
、
「
雄
弁
も
て
。

ま
．
一
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
■
ご
か

赤
腸
の
隈
り
吐
露
し
け
れ
ば
。
左
な
き
だ
に
国
事
の
為
に
は
。
狂
と
呼
れ
し
会
員
も
。
又
今
さ
ら
に
胸
を
感
動
し
」
一
6
一
と
い
う
一
節
が
あ
る
。

そ
し
て
、
言
説
の
技
術
と
し
て
の
修
辞
だ
け
で
な
く
、
伝
達
内
容
と
し
て
の
「
思
想
」
一
『
雄
弁
美
辞
法
』
一
、
半
ば
伝
達
態
度
を
含
ん
だ
「
誠
心
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヲ
」
レ
ー
ジ
．
　
ナ
手
ア
．
　
ア
ー
ト
オ
フ
ス
ヒ
ー
チ

が
、
伝
達
の
達
成
と
含
意
形
成
に
よ
る
行
動
へ
人
を
導
く
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
。
雄
弁
大
家
の
条
件
に
「
学
識
天
資
演
説
術
ノ
三
者
」
一
西
村

玄
遭
『
西
洋
討
論
軌
範
』
波
多
野
重
太
郎
一
八
八
一
・
五
一
を
挙
げ
る
見
解
も
、
伝
達
内
容
・
態
度
・
技
術
の
重
視
と
い
う
点
で
、
こ
れ
に
呼

応
し
よ
う
。
　
「
肉
由
の
凱
歌
し
で
の
、
ピ
ト
ウ
、
ビ
ロ
ウ
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
ら
の
誠
実
へ
の
言
及
も
、
演
説
に
お
い
て
発
話
者
の
誠
実
を
求
め
る

同
時
代
言
語
状
況
と
対
応
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
は
、
一
八
七
九
隼
末
か
ら
八
二
年
夏
に
か
け
て
、
演
説
会
が
全
国
的
盛
況
を
見
せ
、
白
由
民
権
運
動
の
主
要
な
活
動
形
態
と
な
っ
て

　
一
m
一い

た
背
景
が
あ
る
。
演
説
会
に
は
、
民
権
思
想
を
余
り
理
解
し
て
い
な
い
民
衆
が
多
く
参
加
し
、
専
制
政
府
批
判
の
激
し
い
言
説
パ
タ
ー
ン
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
一

成
立
し
、
解
散
権
隈
を
持
っ
た
臨
席
警
官
と
の
間
に
緊
張
関
係
が
作
リ
出
さ
れ
る
等
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
演
説
会
盛
行
に
関
し
て
、

稲
田
氏
は
演
劇
性
、
新
奇
性
、
構
成
要
素
と
し
て
の
参
加
者
と
い
う
三
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
演
説
会
で
は
、
有
料
の
公
開
娯
楽
と
し
て

演
説
の
巧
み
さ
や
専
制
権
力
と
畏
権
派
と
の
二
元
的
対
抗
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
主
語
を
確
定
し
白
説
を
論
理
的

に
筋
立
て
て
主
張
し
、
問
題
を
特
定
し
焦
点
を
当
て
正
否
を
明
確
化
し
、
禁
止
・
否
定
形
で
の
断
定
を
用
い
る
と
い
う
演
説
の
様
式
は
、
そ
れ

一124…
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ま
で
の
日
常
的
・
伝
統
的
な
高
文
脈
依
存
社
会
の
言
説
様
式
と
は
異
質
で
あ
る
。
そ
し
て
、
演
説
会
は
会
場
全
体
と
し
て
意
志
を
形
成
す
る
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
屹
一

で
あ
り
、
聴
衆
に
政
治
へ
の
参
加
意
識
と
緊
張
感
を
作
り
出
し
た
。

　
演
説
が
聞
き
手
を
志
向
す
る
共
同
行
為
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
そ
こ
で
は
、
革
命
も
一
つ
の
対
象
と
し
て
言
語
上
に
組
織
さ
れ
る
。

「
白
由
の
凱
歌
」
に
お
け
る
演
説
も
、
言
語
行
為
と
し
て
、
伝
達
内
容
の
み
な
ら
ず
、
演
説
の
構
成
・
発
話
順
序
や
、
そ
れ
が
発
話
さ
れ
る
情

汎
・
文
脈
へ
の
注
視
が
必
要
と
な
る
は
ず
だ
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
演
説
の
中
で
い
か
に
民
衆
峰
起
が
正
当
化
さ
れ
た
の
か
が
謀
題
と
な
る
。

そ
の
中
か
ら
、
よ
き
革
命
と
悪
し
き
暴
動
と
い
う
運
動
の
弁
別
と
い
う
間
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
は
、
革
命
を
正
当
化
せ
ん
と

す
る
演
説
の
、
そ
し
て
語
り
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
力
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

三
　
演
説
の
修
辞
と
行
為
誘
発
力

　
ま
ず
、
検
討
す
べ
き
は
、
演
説
の
中
で
、
革
命
が
必
要
か
つ
実
現
可
能
な
も
の
へ
と
い
か
に
構
成
さ
れ
て
い
く
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
事
象

把
握
と
説
得
の
た
め
の
言
葉
の
組
立
と
い
う
議
論
と
も
関
わ
る
だ
ろ
う
。
民
衆
を
決
起
に
導
い
た
カ
ミ
ル
デ
モ
ル
ラ
ン
の
演
説
か
ら
見
て
み
た

い
。

一123一

ア
ポ

　
a
悲
壮
活
発
な
る
繭
色
し
て
短
銃
持
ち
し
乎
を
揮
り
揚
げ
渦
々
た
る
雄
弁
水
の
流
る
・
如
く

　
吾
解
圏
民
が
頼
み
と
為
せ
し
宰
柵
の
ネ
ツ
カ
ー
も
己
に
政
府
を
退
き
跡
に
残
る
は
尽
く
暴
虐
無
遭
の
奴
原
の
み
今
日
よ
り
は
猶
戚
権
も
て
益
々
吾
瞭
の
灼
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪
り
そ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
」

を
妨
げ
性
命
ま
で
も
害
ふ
に
至
り
な
ん
其
を
b
吾
僻
は
廿
ん
ず
べ
き
か
仮
初
に
も
同
等
の
権
利
を
菓
け
て
人
閥
と
此
泄
に
生
れ
山
し
も
の
の
c
争
で
他
人
に
圧

棚
さ
れ
束
縛
さ
る
る
こ
と
や
あ
る
べ
き
被
れ
既
に
天
地
の
公
遭
に
背
き
た
り
吾
僻
は
兵
辮
を
執
り
腕
力
に
訴
へ
彼
れ
の
罪
科
を
糺
す
べ
し
此
の
期
に
及
ん
で
d

宥
予
な
為
そ

　
と
e
威
丈
高
に
な
つ
て
述
ぺ
了
れ
ば
左
な
き
だ
に
f
年
頃
日
頃
政
治
の
苛
酪
を
憤
つ
腸
た
る
が
上
昨
n
宰
柵
の
免
織
か
ら
い
よ
く
不
平
の
情
に
堪
鞭
狂
ひ

出
せ
し
老
若
男
女
一
1
2
一

　
峰
起
は
、
カ
ミ
ル
デ
モ
ル
ラ
ン
の
演
説
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
的
不
満
－
不
ツ
カ
ー
罷
免
と
い
う
背
景
的
事
情
一
f
一
と
の
相
乗
作
用
で
発
生

す
る
。
武
装
決
起
と
い
う
結
論
が
予
め
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
演
説
者
と
聴
衆
の
前
に
は
政
府
に
民
生
の
擁
護
者
が
存
在
し
な
く
な
っ
た



と
い
う
事
実
の
み
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
カ
ミ
ル
デ
モ
ル
ラ
ン
は
、
苛
政
の
強
化
を
予
測
し
、
　
「
同
等
の
権
利
」
の
存
在
と
い
う
「
天

地
の
公
遭
」
を
根
拠
に
圧
制
政
府
を
拒
否
す
る
。
想
定
さ
れ
た
苛
政
は
、
　
「
天
地
の
公
道
し
に
反
す
る
事
象
と
し
て
括
ら
れ
、
実
力
で
処
罰
を

遂
行
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
。
そ
し
て
、
猶
予
を
禁
止
す
る
d
は
、
実
力
行
使
の
呼
び
か
け
を
含
意
す
る
。
聞
き
手
に
と
っ
て
こ
こ
で
は
、

問
題
解
決
の
た
め
に
実
力
行
使
が
不
可
避
で
あ
る
か
の
よ
う
な
枠
組
を
作
る
言
説
戦
略
が
演
説
の
中
で
遂
行
さ
れ
て
い
く
。
　
「
吾
僻
し
と
い
う

一
人
称
複
数
形
や
、
反
語
の
使
用
は
、
そ
れ
と
は
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
例
え
ば
、
　
「
吾
僻
」
は
、
話
し
手
と
周
囲
の
聞
き
手
を
含
ん
だ
集

団
で
あ
つ
、
聞
き
手
と
話
し
手
と
の
連
帯
を
支
え
、
決
起
に
至
る
見
解
が
両
者
で
一
致
し
て
い
る
か
の
如
く
仮
構
す
る
。
ま
た
、
b
・
c
で
の

疑
問
・
反
語
は
、
　
「
故
ら
に
疑
辞
を
設
く
る
者
な
れ
ば
、
其
外
貌
は
疑
間
な
れ
ど
も
其
精
神
は
尋
常
断
決
言
語
を
下
す
よ
り
却
て
確
然
た
り
」

　
　
　
　
　
＾
肺
一

と
い
う
「
故
疑
」
一
司
続
公
会
演
説
法
』
丸
屋
善
七
一
八
七
九
・
九
）
に
該
当
し
、
不
平
等
な
支
配
体
制
へ
の
拒
絶
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、
a

・
e
で
の
感
情
過
多
な
カ
ミ
ル
デ
モ
ル
ラ
ン
の
表
情
・
態
度
は
、
　
「
直
接
二
事
物
ノ
形
状
ヲ
明
ニ
シ
其
事
二
就
キ
白
己
ノ
感
情
ヲ
明
示
ス
ル

一
略
一
方
法
ヲ
用
ル
ト
キ
ハ
尤
モ
激
烈
ナ
ル
言
語
を
用
ヰ
弁
士
白
ラ
熱
心
二
其
感
情
ア
ル
処
ヲ
示
シ
聴
衆
ヲ
シ
テ
白
己
卜
共
二
同
様
ノ
感
情
ヲ

起
」
一
馬
場
辰
猪
阿
雄
弁
法
』
朝
野
新
聞
社
一
八
八
五
・
八
一
せ
る
パ
フ
ォ
i
マ
ン
ス
と
善
、
｝
え
よ
う
。
論
理
展
開
と
、
演
説
の
一
人
称
代
名
詞
、

反
語
・
疑
間
等
の
強
調
表
現
、
表
情
等
に
よ
っ
て
、
武
装
峰
起
が
白
然
な
行
動
だ
と
判
断
で
き
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
、
演
説
者
と
聴
衆

と
の
間
で
作
り
出
さ
れ
る
。

　
一
」
う
し
た
言
説
の
特
徴
と
行
為
誘
発
力
は
、
以
下
の
ビ
ロ
ウ
の
言
説
で
も
反
復
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
聴
衆
は
常
に
発
話
者
に
賛
意
を
示
し
て

く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
己
の
見
解
に
反
対
す
る
聴
衆
に
対
し
て
、
い
か
に
し
て
合
意
を
形
成
し
行
動
に
移
ら
せ
る
か
が
発
話
者
の
課
題
と

な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
バ
ス
チ
ー
ル
奪
取
に
際
し
て
制
止
一
9
一
か
ら
決
起
一
〇
一
へ
と
人
々
を
動
か
し
た
、
ビ
ロ
ウ
の
言
説
の
説
得
力
を
以
下

で
検
証
し
よ
う
。
念
の
た
め
言
え
ば
、
決
起
に
「
立
到
り
し
は
固
よ
り
一
朝
一
夕
の
こ
と
に
あ
ら
ず
」
一
1
8
一
と
し
て
、
諦
リ
手
は
、
バ
ス
チ
ー

ル
を
「
人
民
益
す
く
之
れ
を
悪
み
厭
ふ
一
一
肌
一
に
至
る
歴
史
を
叙
述
す
る
。
し
か
し
、
背
景
的
不
満
だ
け
が
原
因
な
ら
ば
、
ビ
ロ
ウ
の
当
初

の
決
意
表
明
の
時
点
で
人
々
は
そ
れ
に
賛
同
し
た
は
ず
で
あ
る
。
や
は
り
、
ビ
ロ
ウ
の
言
説
戦
略
が
重
要
で
あ
る
。

一ユ22一

王21

g
人
々
が
笑
ひ
な
が
ら
推
し
止
め
（
略
一
其
は
俗
に
云
ふ
蝋
螂
が
碓
に
逆
ひ
特
を
張
る
所
薬
に
斎
し
き
こ
と
に
ぞ
あ
る
二
つ
な
き
命
を
落
と
し
給
ふ
な

と
云
は
れ
て
ビ
ロ
ウ
は
怒
り
の
胴
色
人
々
を
睨
み
つ
け

h
我
れ
義
の
為
め
に
死
を
決
し
バ
ス
チ
ー
ル
を
破
ら
ん
に
仮
令
ひ
石
雛
鉄
柵
な
リ
と
て
何
ど
て
破
れ
ぬ
こ
と
や
あ
ら
ん
i
汝
逮
は
ま
だ
知
ら
ず
や
彼
の
ギ
ル
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ベ
ル
ト
と
云
へ
る
人
は
先
き
に
亜
米
利
加
へ
渡
航
な
し
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ラ
フ
ヱ
ツ
ト
、
等
の
勇
壮
義
烈
を
助
け
つ
つ
そ
の
国
を
し
て
炎
吉
利
斯
の
一
蛾
絆
を
脱
し

独
立
の
旗
揚
げ
せ
し
め
幾
年
の
長
の
月
口
の
攻
め
守
り
戦
ひ
勝
つ
て
世
の
印
に
屑
を
比
ぷ
る
も
の
ぞ
な
き
共
和
同
治
の
n
・
…
川
困
千
廿
未
曾
有
の
功
薬
を
建
て
た

る
の
み
か
仏
蘭
西
の
此
の
国
民
に
天
稟
の
権
利
を
全
ふ
せ
し
め
ん
と
力
を
尽
し
身
を
労
せ
し
が
j
運
拙
く
し
て
圧
制
の
政
府
に
諦
ふ
官
吏
等
に
忠
み
榊
ら
れ
総

級
の
鞭
難
辛
苦
も
k
国
の
為
め
世
の
為
め
な
り
と
バ
ス
チ
ー
ル
の
獄
魔
へ
ゆ
き
し
王
吾
僻
の
師
友
恩
人
を
汝
逮
は
救
ひ
…
だ
す
の
心
な
く
他
人
の
こ
と
と
捨
て

置
く
こ
そ
m
卑
屈
な
れ
無
気
力
な
れ
人
□
多
く
土
地
広
き
此
仏
蘭
西
に
我
れ
を
援
け
ギ
ル
ベ
ル
ト
を
窮
厄
の
中
に
助
く
る
一
人
の
n
義
人
烈
土
は
あ
ら
ざ
る
か

　
と
慨
然
と
し
て
説
き
舳
せ
し
容
貌
肴
語
を
見
聞
く
O
人
々
（
略
一
拳
を
握
リ
歯
を
切
ば
リ
老
若
努
女
の
差
別
な
く
一
略
一
バ
ス
チ
ー
ル
の
獄
屋
を
破
れ
ギ
ル

ベ
ル
ト
を
奪
ひ
返
せ
と
異
□
同
音
に
叫
び
含
ふ
一
1
7
一

　
9
で
の
人
々
の
制
止
は
、
σ
q
N
〈
目
的
も
達
成
で
き
ず
に
死
ぬ
だ
け
だ
v
を
含
意
す
る
。
一
方
、
ビ
ロ
ウ
は
、
反
語
h
の
含
意
竃
〈
義
の
た

め
に
命
を
捨
て
る
な
ら
ば
必
ず
目
的
を
達
成
で
き
る
〉
と
い
う
枠
組
を
、
こ
の
場
に
与
え
て
①
q
N
を
否
定
す
る
。
さ
ら
に
、
i
は
問
い
か
け
の

形
式
に
よ
っ
て
、
話
し
手
「
我
れ
」
と
聞
き
手
「
汝
達
」
を
一
端
切
り
離
し
、
こ
の
後
に
伝
え
ら
れ
る
情
報
に
客
観
的
意
義
を
与
え
る
。
ま
た
、

ギ
ル
ベ
ル
ト
の
逮
捕
は
単
な
る
不
運
（
j
一
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
偶
然
の
結
果
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
。
ギ
ル
ベ
ル
ト
の
米
仏
革
命

運
動
へ
の
挺
身
は
、
国
家
・
社
会
に
有
用
な
行
為
一
k
一
で
あ
り
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
は
ー
η
吾
僻
の
師
友
恩
人
L
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
人
称
複
数

形
「
吾
僻
し
は
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
の
行
動
が
ギ
ル
ベ
ル
ト
個
人
で
は
な
く
、
ビ
ロ
ウ
や
聴
衆
を
含
ん
だ
「
吾
僻
」
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

強
く
訴
え
る
だ
ろ
う
。
命
題
竃
は
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
が
従
事
す
る
運
動
の
未
来
の
勝
利
を
示
唆
す
る
。
ゆ
え
に
、
実
現
可
能
な
変
革
を
支
援
し

な
い
者
は
否
定
一
m
一
さ
れ
、
聴
衆
に
運
動
へ
の
参
加
を
求
め
る
。
こ
の
と
き
、
n
は
、
　
「
故
疑
」
と
と
も
に
、
　
「
一
物
ノ
名
、
性
質
、
及
ヒ
作

用
ヲ
直
二
他
物
二
付
シ
以
テ
両
者
ノ
類
似
ヲ
示
ス
」
暗
楡
で
あ
る
「
比
愈
法
」
一
門
雄
弁
美
辞
法
』
一
を
用
い
て
い
る
。
　
「
故
疑
」
は
己
く
義
人
烈

士
は
存
在
す
る
V
を
含
意
し
、
　
「
比
愈
法
」
は
己
〈
聞
き
手
は
義
人
烈
士
で
あ
る
〉
と
い
う
隠
楡
に
よ
っ
て
聴
衆
を
義
人
烈
士
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
囲
い
込
む
。
ビ
ロ
ウ
の
言
説
で
は
、
変
革
の
論
理
で
あ
る
命
題
竃
は
、
義
人
烈
士
と
し
て
の
聞
き
手
を
遂
行
主
体
と
す
る
枠
組
に
よ
っ

て
、
妥
当
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
。

　
決
起
を
促
す
演
説
は
聴
衆
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
実
力
で
敵
を
打
倒
す
る
こ
と
が
正
当
性
を
帯
び
る
。
演
説
の
場
全
体
で
、
民
権
の
仰
張
の

た
め
に
自
己
を
善
・
正
に
位
置
づ
け
政
府
を
悪
・
不
正
と
見
な
し
て
排
除
・
消
去
す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
と
い
う
大
き
な
物
語
が
紡
ぎ
だ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〃
一

れ
て
い
く
。
前
宰
相
フ
ー
ロ
ン
、
ベ
ル
チ
ヱ
ー
が
逮
揃
さ
れ
る
直
前
に
ビ
ロ
ウ
が
行
っ
た
演
説
で
も
、
こ
の
共
同
の
戦
略
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
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吾
鴛
猶
同
じ
人
間
に
生
れ
同
じ
権
利
を
有
て
る
も
の
に
不
当
に
も
吾
僻
婁
配
す
べ
き
名
称
を
写
を
許
し
置
き
た
り
一
略
一
人
々
虚
め
く
進
ん
で

圧
制
束
縛
の
基
な
る
、
不
当
の
名
称
を
取
り
返
し
給
え
（
略
一
と
恢
慨
激
烈

掌
を
揃
つ
て
賞
賛
し
暫
し
は
鳴
り
も
止
ま
ざ
リ
け
る
一
8
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芭
な
岬

三
時
あ
青
倦
む
色
も
な
き
波
説
に
人
々
は
覚
へ
ず
知
ら
ず
然
也
く
と
異
＾
背

　
　
「
自
由
の
凱
歌
」
に
お
け
る
演
説
の
場
は
、
発
語
者
の
主
体
的
な
意
志
に
よ
る
革
命
推
進
と
、
聴
衆
の
集
合
意
志
に
よ
る
興
奮
・
峰
起
と
に

満
ち
て
い
た
。
聴
衆
の
反
応
が
「
感
触
な
し
た
り
け
ん
」
一
1
7
一
・
η
覚
へ
ず
知
ら
ず
L
一
8
8
一
と
論
理
的
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
点
で
、
演
説
の
枠
組
・
戦
絡
が
作
り
出
す
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性
は
、
非
論
理
的
な
レ
ベ
ル
で
聴
衆
の
興
味
を
十
分
に
満
た
す
も
の
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
見
た
演
説
は
静
的
な
聴
衆
の
激
化
、
連
帯
感
の
維
持
に
は
成
功
し
た
。
そ
の
点
で
、
　
「
白
由
の
凱
歌
」
の
物
語
世
界

で
聴
衆
の
鎮
静
化
を
意
図
す
る
こ
と
は
、
逆
に
演
説
者
に
と
っ
て
自
己
と
は
異
質
な
聞
き
手
の
存
在
を
改
め
て
注
視
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
演
説
に
よ
っ
て
、
聴
衆
を
峰
起
さ
せ
自
説
へ
の
賞
賛
を
得
た
ビ
ロ
ウ
は
、
演
説
が
一
つ
の
力
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
道
理

を
担
う
革
命
家
と
い
う
白
已
認
識
の
上
で
、
そ
れ
と
は
異
質
な
他
者
と
し
て
聞
き
手
を
捉
え
た
と
き
、
聴
衆
は
道
理
を
喪
失
し
た
暴
動
集
団
と

し
て
カ
テ
ゴ
リ
i
化
さ
れ
よ
う
。
問
題
は
、
い
か
な
る
演
説
の
修
辞
が
含
意
形
成
を
失
敗
に
導
い
た
か
で
あ
る
。
以
下
は
ベ
ル
チ
ヱ
ー
を
救
お

う
と
し
た
ビ
ロ
ウ
の
言
説
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
瓦
解
し
て
い
く
過
程
の
検
証
で
あ
る
。
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人
々
よ
吾
僻
は
固
よ
り
P
此
の
国
の
圧
制
政
府
を
転
覆
し
真
理
白
由
を
固
復
せ
ん
と
熱
心
希
望
し
た
れ
ば
こ
そ
第
一
に
バ
ス
チ
ー
ル
の
蔽
獄
を
乗
取
り
て
ダ

－
　
土

ロ
ニ
ー
ダ
ロ
ス
ム
を
殺
せ
し
な
れ
q
然
れ
ど
是
は
ダ
ロ
ニ
ー
等
が
剛
慢
執
棚
監
獄
を
吾
僻
に
渡
さ
ざ
り
し
止
む
を
得
ざ
る
に
舳
し
こ
と
に
て
吾
鱗
は
只
管
に
人

を
殺
し
血
を
欄
ぐ
を
快
よ
し
と
す
る
も
の
な
ら
ず
r
飽
ま
で
も
平
和
を
も
て
革
命
を
成
就
せ
ん
と
棚
、
ふ
が
吾
僻
の
本
意
な
る
に
S
人
々
は
今
宛
な
が
ら
狂
癩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
つ
ぷ
ろ
う
ち
や
う

景
況
を
現
は
し
残
忍
に
も
已
に
轍
鮒
籠
鳥
弱
リ
果
た
る
フ
i
ロ
ン
を
綾
り
殺
せ
し
其
上
に
ベ
ル
チ
ヱ
ー
を
も
亦
殺
さ
ん
と
斯
く
騒
が
し
く
t
ラ
フ
ヱ
ツ
ト
、
ベ

イ
リ
ー
、
等
の
言
葉
さ
へ
聞
き
入
れ
ざ
る
は
何
事
ぞ
如
伽
に
活
発
壮
快
を
吾
僻
は
好
む
と
は
云
へ
u
余
り
に
急
激
逃
激
な
る
挙
動
し
て
は
愛
す
べ
く
貴
む
べ
き

の
革
命
の
名
を
汚
さ
ん
も
料
リ
難
か
り
人
々
よ
V
ベ
ル
チ
ヱ
ー
は
実
に
天
下
に
容
れ
ぬ
大
逆
無
道
の
人
な
れ
ど
肉
か
ら
之
れ
を
所
刑
せ
ず
ラ
フ
ヱ
ツ
ト
、
ベ
イ

り

等
の
言
葉
に
任
せ
充
分
に
罪
状
を
吟
昧
せ
し
後
至
当
の
処
分
を
為
し
給
へ
残
忍
に
総
り
殺
す
は
菩
僻
の
木
意
な
る
ま
じ

燃
れ
ビ
ロ
ウ
汝
w
何
故
逆
賊
を
斯
く
身
を
捨
て
て
舵
保
し
給
ふ
か
片
腹
痛
き
薬
に
ぞ
あ
る
一
9
3
）

32ユ

P
は
、

革
命
の
目
的
を
忌
〈
圧
制
政
府
を
転
覆
し
真
理
臼
由
を
回
復
す
る
こ
と
〉
と
し
、
バ
ス
チ
ー
ル
奪
取
と
監
獄
長
ダ
ロ
ニ
ー
・
府
知



421

事
フ
レ
ツ
セ
ル
殺
害
を
革
命
の
結
果
と
し
て
事
実
認
定
す
る
。
q
は
、
発
話
の
現
在
時
か
ら
過
去
の
事
件
を
意
味
づ
け
る
再
帰
的
解
釈
を
促
す
。

ビ
ロ
ウ
は
、
ダ
ロ
ニ
i
殺
害
は
、
「
剛
慢
執
鋤
」
に
バ
ス
チ
ー
ル
を
渡
さ
な
か
っ
た
た
め
「
止
む
を
得
」
な
か
っ
た
の
だ
と
言
う
。
q
以
下
は
、

忌
の
枠
組
を
ふ
ま
え
た
ビ
ロ
ウ
の
革
命
観
a
〈
圧
制
政
府
官
吏
殺
害
は
革
命
の
目
的
で
は
な
い
V
に
よ
っ
て
言
説
が
織
ら
れ
て
い
る
。
忌
か

ら
、
平
和
的
・
穏
健
的
な
革
命
一
r
一
が
「
吾
僻
の
本
意
」
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、
フ
ー
ロ
ン
を
殺
害
す
る
「
今
」
の
革
命
党
は
、
道
理

の
欠
如
し
た
S
「
狂
癩
し
に
楡
え
ら
れ
否
定
評
価
が
与
え
ら
れ
る
。
府
知
事
ベ
イ
リ
ー
・
民
兵
大
将
ラ
フ
ヱ
ツ
ト
ら
有
力
者
の
指
示
に
従
う
こ

と
を
求
め
る
t
は
、
直
接
行
動
で
は
な
く
対
話
に
よ
る
問
題
解
決
を
要
請
す
る
一
方
で
、
有
力
者
と
そ
れ
以
外
の
者
と
い
う
地
位
・
階
層
格
差

を
作
リ
出
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
u
は
革
命
の
名
誉
・
価
値
の
点
か
ら
穏
健
的
革
命
賂
線
を
訴
え
、
既
存
の
法
制
度
と
民
主
的
な
言
論
で
裁
判
し

た
上
で
処
罰
す
る
こ
と
を
求
め
る
一
V
一
。
q
－
V
は
、
従
来
の
カ
ミ
ル
デ
モ
ル
ラ
ン
や
ビ
ロ
ウ
の
言
説
が
聴
衆
と
作
り
出
し
た
、
反
革
命
勢
力

を
直
接
的
・
暴
力
的
に
排
除
・
消
去
す
る
と
い
う
革
命
の
枠
組
を
否
定
し
て
い
る
。

　
ビ
ロ
ウ
の
言
説
は
、
聞
き
予
と
は
異
な
る
白
説
を
主
張
し
革
命
党
を
対
象
化
す
る
「
人
々
」
と
、
聞
き
手
と
の
立
場
・
思
考
一
経
緯
の
同
一

性
を
維
持
し
革
命
党
と
の
一
体
化
を
前
提
と
す
る
「
吾
僻
」
に
よ
っ
て
織
ら
れ
て
い
る
。
　
「
吾
傍
」
は
同
一
性
を
根
拠
に
革
命
党
・
革
命
の
原

理
・
方
針
・
立
場
を
確
認
し
、
　
「
人
々
」
は
そ
れ
に
眼
定
・
変
更
を
加
え
革
命
覚
の
「
狂
癩
」
・
「
残
忍
」
な
行
動
を
批
判
す
る
。
た
だ
し
、
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
…
一

の
れ
の
立
場
・
原
理
・
過
去
へ
の
再
帰
的
解
釈
に
は
、
別
の
解
釈
も
対
置
可
能
で
あ
る
。
q
を
例
に
挙
げ
よ
う
。
ダ
ロ
ニ
ー
を
捕
ら
え
た
場
而

で
は
、
ビ
ロ
ウ
は
「
彼
れ
が
命
を
助
く
べ
し
」
一
虹
）
と
主
張
し
た
が
、
ダ
ロ
ニ
i
は
府
庁
前
に
連
行
さ
れ
て
殺
害
さ
れ
た
。
そ
の
殺
害
を
人
々

は
「
喜
び
合
」
（
蝸
一
い
、
ビ
ロ
ウ
白
身
「
白
づ
か
ら
心
の
申
愉
快
を
覚
へ
」
て
い
た
。
か
く
て
、
q
で
の
事
実
解
釈
は
崩
れ
る
。
さ
ら
に
、
説

諭
観
t
・
裁
判
観
V
は
、
権
力
を
一
部
有
力
者
に
ゆ
だ
ね
る
も
の
で
あ
り
、
人
々
が
司
法
に
直
接
関
与
で
き
な
い
点
で
従
来
の
専
制
体
制
下
の

モ
デ
ル
と
変
わ
ら
な
い
。
W
で
の
革
命
党
の
反
発
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
陰
謀
や
群
衆
の
輿
奮
の
た
め
と
い
う
語
り
手
の
説
明
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
凹
一

の
ビ
ロ
ウ
の
言
説
の
立
場
や
矛
盾
に
も
一
因
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ベ
ル
チ
エ
ー
を
救
わ
ん
と
す
る
ビ
ロ
ウ
の
言
説
は
、
革
命
へ

の
好
意
を
維
持
さ
せ
て
参
加
・
連
帯
－
支
持
者
層
を
拡
大
し
、
革
命
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
メ
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
担
っ
て
い
よ
う
。
し
か
。

し
、
言
説
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
聞
き
手
が
付
与
し
た
裏
切
り
者
の
意
味
を
外
す
こ
と
に
失
敗
し
、
合
意
形
成
自
体
が
挫
折
し
て
し
ま
う
。
こ
の

た
め
、
ビ
ロ
ウ
は
革
命
に
嫌
悪
感
を
抱
い
て
し
ま
う
。
革
命
党
と
の
合
意
形
成
の
不
発
に
よ
っ
て
、
革
命
運
動
の
巾
で
・
目
己
の
1
二
n
め
る
位
置
・

役
割
を
見
い
だ
せ
な
く
な
る
の
だ
。
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四
　
緒
末
部
の
物
語
戦
略

521

　
ベ
ル
チ
ヱ
ー
虐
殺
後
、
物
語
世
界
外
の
語
リ
手
は
、
　
「
鳴
呼
仏
国
の
人
民
が
斯
る
残
忍
凶
暴
の
挙
動
を
為
し
な
が
ら
慣
れ
得
て
自
づ
か
ら
怪

し
ま
ず
驚
か
ざ
る
に
至
り
し
は
抑
も
誰
れ
が
罪
な
る
か
世
の
政
権
を
握
れ
る
も
の
一
時
の
私
欲
に
掩
は
れ
て
専
制
の
威
力
を
振
ひ
他
年
仏
国
人

民
の
狂
戯
の
基
ひ
を
開
」
一
9
3
一
い
た
と
語
る
。
物
語
世
界
外
の
語
リ
は
、
私
欲
に
よ
っ
て
専
制
政
治
を
行
え
ぱ
革
命
が
過
激
化
す
る
と
、
内
包

さ
れ
た
受
け
手
で
あ
る
明
治
政
府
に
警
告
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
は
革
命
が
否
定
評
価
の
ま
ま
読
み
手
に
受
容
さ
れ
か
ね
な
い
。
革
命
へ
の
否

定
的
印
象
の
解
消
に
向
け
て
、
以
後
の
叙
述
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
解
消
の
戦
略
は
、
物
語
世
界
外
レ
ベ
ル
で
の
原
因
説
明
と
、
物
語
世
界
内

の
ビ
ロ
ウ
の
革
命
観
転
換
に
あ
る
。

　
ま
ず
、
物
語
世
界
外
レ
ベ
ル
で
は
、
革
命
の
凶
暴
化
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
人
民
が
年
久
し
き
虐
政
を
悪
む
の
余
り
知
ら
ず
識
ら
ず
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
だ
て

一
9
5
一
激
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
宰
相
ピ
ツ
ト
は
「
其
勢
熔
を
煽
動
す
る
種
々
様
々
の
術
数
を
用
ひ
禍
乱
の
中
に
導
き
入
る
・
を

仏
蘭
西
の
人
民
は
知
ら
ず
識
ら
ず
教
唆
さ
れ
次
第
に
凶
暴
過
激
の
挙
動
」
一
9
6
一
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、
革
命
の
惨
状
の
原
因
は
、
革
命
向
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
別
一

必
然
で
は
な
く
、
弾
圧
や
謀
略
に
あ
る
こ
と
を
含
意
し
、
物
語
世
界
外
で
は
革
命
自
体
へ
の
否
定
評
価
が
解
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と

　
物
語
世
界
内
レ
ベ
ル
で
は
、
ビ
ロ
ウ
は
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
の
説
得
に
よ
っ
て
運
動
へ
の
参
加
継
統
を
決
意
す
る
。
　
「
故
郷
へ
帰
ら
ん
」
一
9
7
一
と

い
う
ビ
ロ
ウ
に
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
は
革
命
が
「
汝
達
が
忌
み
厭
ふ
斯
る
残
忍
の
景
況
を
現
は
し
た
る
一
略
一
原
由
を
明
白
に
説
き
聞
か
せ
ん
」
一
9
7
一

と
貴
族
と
革
命
党
と
の
対
立
・
抗
争
の
閲
に
イ
ギ
リ
ス
が
漁
夫
の
利
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
証
拠
を
提
示
す
る
。
ビ
ロ
ウ
は
、
　
「
後
々
ま
で
人

に
罵
り
悪
ま
れ
ん
よ
り
は
」
一
9
8
一
と
帰
郷
を
望
む
が
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
は
、
　
「
受
取
り
し
時
分
の
如
く
為
せ
し
上
子
孫
に
譲
る
が
吾
傍
の
此
の
身

に
帯
ぶ
る
義
務
な
ら
ん
況
し
て
吾
僻
男
児
に
生
れ
如
何
に
人
々
に
罵
ら
れ
悪
ま
れ
た
り
と
て
良
心
の
許
す
限
り
飽
く
ま
で
も
国
家
の
為
め
に
心

を
尽
す
が
当
然
し
一
9
8
一
だ
と
言
い
、
共
に
い
た
ピ
ト
ウ
に
農
夫
ビ
ロ
ウ
の
不
安
の
種
で
あ
る
「
田
園
の
転
耕
収
穫
を
世
話
」
一
9
9
一
す
る
よ
う
依

頼
す
る
。
こ
こ
で
漸
く
、
ビ
ロ
ウ
は
革
命
継
続
へ
の
尽
力
を
決
意
し
、
物
語
世
界
内
で
も
革
命
の
否
定
的
評
価
は
撤
回
さ
れ
る
。
革
命
参
加
へ

の
勧
誘
の
言
説
戦
略
を
見
る
な
ら
ば
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
の
言
説
は
、
ビ
ロ
ウ
の
勧
誘
に
否
定
的
な
発
話
や
「
当
惑
し
一
9
8
一
、
断
り
に
．
対
し
て
、
そ
の

都
度
、
断
り
の
確
定
を
先
延
ば
し
に
す
る
一
方
で
、
否
定
的
発
話
へ
の
反
論
や
断
り
へ
の
批
判
を
し
、
迂
回
的
な
誘
導
発
話
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刀
一

合
意
形
成
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
継
続
的
な
説
得
、
強
い
意
志
、
言
説
の
修
辞
、
誠
実
な
配
慮
こ
そ
が
ギ
ル
ベ
ル
ト
の
勧
誘
説
得
の
特
徴
で
あ

る
。
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さ
ら
に
、
ピ
ト
ウ
に
は
、
ギ
ル
ベ
ル
ト
は
「
真
成
の
改
革
を
政
治
の
上
に
施
す
ま
で
一
略
）
性
命
を
犠
牲
と
す
る
も
事
業
を
遂
げ
天
下
の
安

全
幸
福
を
保
つ
の
基
を
開
く
べ
き
」
（
8
）
と
言
い
、
子
供
の
世
話
を
託
し
つ
つ
、
　
「
他
年
必
ら
ず
為
す
ぺ
き
の
時
至
ら
ば
国
家
の
為
め
人
民
の

為
め
に
働
き
給
へ
し
一
9
9
一
と
述
べ
て
い
る
。
革
命
激
化
の
状
況
下
で
、
家
族
と
国
家
へ
の
「
愛
情
」
と
そ
の
「
幸
福
」
を
願
う
革
命
家
と
し
て
の

自
己
像
が
提
示
さ
れ
る
。
一
方
で
は
、
次
代
に
お
け
る
闘
争
が
ピ
ト
ウ
に
義
務
づ
け
ら
れ
、
言
説
を
通
じ
て
革
命
の
継
続
が
伝
え
ら
れ
て
い
く
。

　
　
「
自
由
の
凱
歌
」
は
、
　
「
或
る
事
情
の
製
肘
す
る
所
と
為
し
一
宮
崎
夢
柳
「
白
由
の
凱
歌
」
門
東
雲
新
聞
』
一
八
八
八
・
一
〇
・
一
四
一
っ
て
九

九
回
で
中
絶
し
、
い
か
な
る
物
語
が
そ
の
後
に
展
開
し
た
の
か
は
、
も
は
や
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
行
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、

革
命
へ
の
意
志
が
様
々
な
言
説
戦
略
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
な
の
だ
。

　
注

一
王
）
マ
イ
ケ
ル
・
モ
ア
マ
ン
「
会
話
分
析
と
と
も
に
し
一
『
文
化
を
読
む
』
人
文
書
院
一
九
九
一
二
こ
二
二
一
頁
。

（
2
）
ド
ロ
シ
ー
・
ス
ミ
ス
「
K
は
精
神
病
だ
」
（
門
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
』
せ
リ
か
書
房
一
九
八
七
・
四
）
　
二
二
頁
。

一
3
）
中
山
弘
㎎
「
〈
談
語
v
の
中
の
暴
力
」
（
門
日
本
近
代
文
学
』
一
九
九
四
・
一
〇
）
は
、
島
崎
藤
村
『
破
戒
』
の
青
説
分
析
を
行
っ
た
が
、
氏
は
内
閉
民
権
期
を
「
湖
説

　
　
の
時
代
し
と
呼
び
、
一
九
〇
〇
年
代
以
峰
、
口
常
会
話
の
話
し
方
が
問
魑
と
な
る
時
代
を
「
談
話
の
時
代
」
と
呼
ん
だ
。

一
4
一
林
原
純
生
「
『
欧
州
奇
事
花
柳
春
話
』
か
ら
門
斎
武
名
土
経
国
芙
談
』
へ
」
一
『
日
本
文
学
』
一
九
八
O
・
一
：
七
三
頁
。

一
5
）
「
向
曲
の
凱
歌
」
の
物
語
構
造
は
、
　
『
復
刻
自
凶
新
闘
』
に
欠
サ
が
あ
り
、
搬
稿
「
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
と
し
て
の
物
諦
」
一
『
解
釈
』
一
九
九
、
五
・
九
）
で
は
不
十
分
な

　
　
指
摘
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
大
明
治
新
闘
雑
誌
文
庫
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
欠
号
を
補
う
こ
と
で
、
六
七
回
以
外
の
全
て
を
兇
る
こ
と
が
で

　
　
き
た
。
な
お
、
三
一
五
・
三
六
・
八
八
固
が
重
複
し
て
い
る
た
め
、
実
回
数
で
表
示
し
た
。
ま
た
、
山
木
芳
明
「
漢
詩
文
と
政
治
小
説
」
一
『
国
語
と
鴎
文
学
』
　
一
九
八

　
　
四
・
一
〇
一
で
「
不
明
」
と
し
た
「
訳
語
の
妙
し
の
翻
訳
例
文
の
該
当
作
が
、
　
「
向
出
の
凱
歌
」
六
八
回
で
あ
る
こ
と
が
今
㎜
の
調
査
で
判
明
し
た
。

（
6
一
後
掲
の
時
閥
表
は
、
口
〕
時
、
挿
話
、
回
、
根
拠
に
分
け
て
記
載
し
た
。
日
時
欄
で
は
、
一
七
〇
〇
年
代
の
事
項
は
下
二
桁
で
表
水
し
た
。
挿
話
欄
は
、
　
「
向
汕
の

　
　
凱
歌
」
の
出
来
事
を
時
闘
順
に
配
列
し
た
。
固
欄
は
、
該
当
の
実
阿
数
で
あ
る
。
根
拠
欄
は
、
判
断
の
根
拠
と
な
る
本
文
を
注
記
し
た
。
口
u
時
は
、
バ
ス
チ
ー
ル

　
　
奪
取
前
日
の
人
民
蜂
起
を
、
　
「
同
じ
十
四
口
の
鋤
遂
に
猛
烈
な
る
挙
動
に
及
び
し
一
伍
一
什
は
第
十
一
固
以
下
に
記
し
た
る
」
（
2
0
一
を
根
拠
に
七
月
十
四
口
と
決

　
　
定
し
前
後
を
確
定
し
た
竈
そ
の
結
果
、
ピ
ト
ウ
の
放
校
は
一
七
八
九
年
七
月
十
口
と
な
る
。
と
す
れ
ば
、
初
搬
の
「
下
句
」
（
1
一
で
は
な
く
、
初
版
門
仏
衛
西
革

　
　
命
記
自
南
乃
凱
歌
』
一
絵
人
向
出
新
闘
社
一
八
八
二
∴
O
－
二
一
一
の
「
上
句
」
（
1
一
が
正
し
い
こ
と
に
な
る
。
　
「
凶
｛
の
凱
歌
」
の
物
語
世
界
内
の
時
間
は
、

　
　
七
月
十
n
か
ら
十
八
日
ま
で
の
九
日
間
で
あ
る
。
全
九
九
㎜
中
、
バ
ス
チ
ー
ル
奪
取
当
n
七
月
十
五
n
の
叙
述
が
五
二
…
分
を
｛
め
る
。

（
7
一
山
梨
正
明
門
発
話
行
為
二
大
修
館
書
腐
一
九
八
六
・
七
）
．
五
買
参
順
。
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（
8
一
津
川
早
荷
門
談
謡
分
析
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ニ
り
1
ベ
ル
山
版
一
九
九
四
－
四
）
二
二
二
頁
参
照
。

（
9
一
デ
ボ
ラ
・
タ
ネ
ン
丙
「
愛
が
あ
る
か
ら
…
し
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
二
識
談
社
一
九
九
五
・
九
）
一
〇
一
頁
。

一
型
長
沢
漣
「
『
内
｛
の
凱
歌
』
よ
リ
『
鬼
鰍
鰍
』
へ
」
一
『
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
一
九
七
五
・
三
一
二
一
七
頁
。

一
u
一
発
誘
態
度
の
誠
実
と
発
話
内
容
の
遭
理
の
同
一
化
が
無
効
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
ビ
ロ
ウ
は
、
フ
レ
ツ
セ
ル
の
虚
偽
的
言
説
に
単
独
で
は
対
抗
で
き
ず
、
人
々
の

　
　
ダ
ロ
ニ
ー
、
フ
ー
ロ
ン
腹
殺
を
制
止
で
き
な
い
。
ギ
ル
ベ
ル
ト
も
、
彼
自
身
が
「
博
学
多
才
」
一
7
3
）
か
否
か
を
め
ぐ
る
女
、
工
と
の
論
争
で
は
、
　
「
態
と
」
「
商
慢
」

　
　
　
・
「
傍
若
無
入
し
な
態
度
を
と
る
。
と
こ
ろ
で
、
誠
実
・
遭
理
を
語
る
の
は
、
革
命
党
指
導
者
に
限
ら
な
い
血
老
婆
メ
イ
ル
は
、
「
真
情
」
一
8
7
一
を
込
め
て
、
「
麟

　
　
奔
」
一
8
6
一
の
苛
政
が
破
れ
て
逃
亡
す
る
の
は
「
卑
怯
」
だ
と
非
難
す
る
。
そ
の
「
遺
理
に
責
め
ら
れ
」
、
フ
ー
ロ
ン
は
、
灰
論
で
き
な
い
。
誠
心
と
遮
理
の
結
含
の
点

　
　
で
ビ
ロ
ウ
等
と
メ
イ
ル
は
同
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
。

一
1
2
一
稲
㎜
雅
洋
「
｛
汕
民
権
運
動
」
一
門
岩
波
講
座
　
日
本
歴
史
〃
』
岩
波
書
店
一
九
九
四
・
五
一
は
、
当
時
翻
訳
さ
れ
た
液
説
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
「
話
し
方
に
し
て
も
、

　
　
で
き
る
だ
け
感
惰
を
抑
え
て
理
惟
的
・
論
理
的
に
議
論
を
歴
開
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
」
（
一
〇
〇
資
一
と
指
納
す
る
。
た
だ
し
、

　
　
ク
ワ
ッ
ケ
ン
ボ
又
『
喬
諮
の
州
法
』
の
翻
訳
『
雄
弁
葵
辞
法
』
の
場
含
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

（
H
一
安
丸
良
夫
「
民
衆
運
動
に
お
け
る
「
近
代
」
し
一
『
民
衆
運
動
』
…
石
波
蕃
店
一
九
八
九
・
二
一
四
五
九
、
四
六
一
頁
参
蝋
。

一
1
4
一
安
丸
「
閉
治
1
0
年
代
の
民
衆
運
動
と
近
代
日
本
」
一
門
歴
史
学
研
究
』
　
一
九
九
二
・
五
一
一
九
頁
参
燃
。

一
価
）
枕
掲
稲
㎜
論
文
一
〇
三
－
四
頁
参
照
。

一
蝸
一
『
雄
弁
美
辞
法
』
の
分
類
で
は
、
　
「
設
閉
法
」
。

一
1
7
一
こ
の
湖
説
は
、
名
称
と
実
体
と
の
独
脚
な
緒
合
を
主
張
す
る
。
そ
こ
で
、
八
二
年
版
と
八
八
年
版
の
「
記
号
」
襯
の
比
較
に
よ
る
、
記
号
論
的
検
討
を
棚
稿
「
記

　
　
号
の
物
諮
」
一
『
イ
ミ
タ
チ
オ
』
一
九
九
四
・
五
一
で
行
っ
た
。
な
お
、
こ
の
演
説
は
、
　
「
繰
り
返
す
事
」
一
『
公
会
演
説
法
』
一
即
ち
、
反
復
法
と
、
記
考
構
造
と
政
治
体

　
　
制
と
の
「
比
愈
法
」
一
「
比
体
」
一
『
続
公
会
波
説
法
』
一
を
用
い
て
、
王
制
廃
止
を
聞
き
手
に
印
象
づ
け
て
い
る
。

一
1
8
一
ケ
ネ
ス
ニ
フ
イ
タ
ー
三
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
』
一
新
曜
杜
一
九
八
七
・
一
〇
一
が
掲
げ
た
、
言
説
の
意
昧
は
文
版
に
依
存
す
る
が
、
同
時
に
い
か
な
る
文
脈
も
喬

　
　
説
の
中
で
存
夜
す
る
と
い
う
く
文
脈
状
況
再
帰
性
V
が
、
十
分
に
機
能
し
な
い
事
例
と
い
え
よ
う
。

一
1
9
）
矢
野
龍
渓
『
波
説
文
堆
　
組
立
法
』
一
丸
蕃
一
八
八
四
・
五
一
は
、
波
説
で
避
け
る
べ
き
構
成
上
の
閥
趣
点
と
し
て
、
「
漸
々
徐
々
二
真
論
点
ヲ
発
露
ス
ル
」
こ
と
、

　
　
　
「
数
々
襖
肴
ス
し
る
こ
と
、
　
「
理
榊
ヲ
説
カ
ズ
シ
テ
断
青
ヲ
下
ス
コ
ト
」
、
「
過
当
ノ
形
様
語
ヲ
多
ク
胴
ユ
ル
コ
ト
し
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場

　
　
含
は
、
構
成
よ
り
、
む
し
ろ
論
理
や
状
汎
而
で
合
意
形
成
火
・
敗
の
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
2
0
一
篤
場
辰
猪
「
内
乱
ノ
害
ハ
革
命
家
ノ
過
ニ
ア
ラ
ズ
」
一
『
向
山
新
聞
』
一
八
八
二
一
七
・
二
一
－
二
一
等
、
　
〈
圧
政
↓
人
民
峰
起
〉
の
図
式
は
、
松
簡
牌
一
『
「
肉
舳
新

　
　
闘
」
を
読
む
』
一
ユ
ニ
テ
一
九
九
二
・
一
：
に
よ
れ
ば
、
自
閑
民
権
運
動
全
般
を
遡
し
て
み
ら
れ
た
。

一
2
1
一
ポ
リ
ー
・
ザ
ト
ラ
ウ
ス
キ
ー
司
〕
本
諮
の
談
誘
の
構
造
分
析
二
く
ろ
し
お
舳
版
一
九
九
三
・
五
一
に
よ
れ
ば
、
現
代
日
本
語
の
［
口
常
的
一
一
一
．
口
諮
運
州
で
は
勧
誘
へ
の

　
　
否
定
が
、
小
さ
れ
る
と
実
質
的
な
勧
誘
を
進
め
な
い
傾
向
が
強
く
、
　
「
向
凶
の
凱
歌
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
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「
白
由
の
凱
歌
」
時
間
表

8
9
・
5
・
5

8
9
・
5
・
4

8
9
4

8
9
初

8
9
初

8
8
秋

8
6
夏

8
6
B

8
6
A

85 83 82 8
1
王
8
2
？

78 7
7
｛
7
8
？

77 7
6
｛
7
7
？

7
4
？

73 6
4
？

5
0
年
代

4
0
年
代

1
7
C

1
2
C

日
時

議
事
院
（
民
族
会
議
）

国
王
等
、
ノ
ヲ
ツ
ノ
レ
ダ
ム
行
幸

レ
ベ
イ
ヨ
く
虐
殺

ピ
ト
ウ
、
学
校
寄
宿
舎
に
入
る

ノ
ぐ
り
の
人
民
不

、
不
ツ
カ
1
、
入
闇

コ
ン
ト
ド
ソ
ウ
1
チ
の
父
死
ぬ

ギ
ノ
レ
ベ
ノ
レ
ト
、
渡
米
、
著
虫
立
戦
争
支
援

ピ
ト
ウ
、
母
死
去
の
た
め
、
エ
ン
ヂ
ヱ
グ
リ
ツ
ク
に
預
け
ら
れ
る

ギ
ノ
レ
ベ
ノ
レ
ト
、
国
王
へ
建
＾
血
口

コ
ン
ト
ド
ソ
ウ
三
チ
、
ノ
く
ス
チ
］
ノ
レ
ヘ

コ
ン
ト
ド
ソ
ウ
i
チ
、
入
獄

ギ
ノ
レ
ベ
ノ
レ
ト
、
再
訪

カ
1
ザ
ム
候
、
演
説
後
死
去

ギ
ノ
レ
ベ
ノ
レ
ト
、
セ
ノ
く
ス
チ
ア
ン
ギ
ノ
レ
ベ
ノ
レ
ト
を
ピ
ト
ウ
の
母
に
1
預
け
る

実
権
脇
易
第
十
六
世
か
ら
女
王
へ

ギ
ノ
レ
ベ
ノ
レ
ト
、
ア
ン
ド
レ
1
を
強
姦

ア
ン
ジ
ピ
ト
ウ
、
ノ
、
ア
モ
ン
ド
村
に
出
生

ギ
ル
ベ
ノ
レ
ト
、
壊
国
ツ
リ
ヤ
ノ
ン
王
宮
で
動
く

ボ
ノ
レ
テ
イ
ノ
レ
死
去

夕
ベ
ノ
レ
ニ
ヱ
1
、
ノ
く
ス
チ
ヨ
ノ
レ
幽
囚

夕
ベ
ノ
レ
ニ
ヱ
1
、
入
獄

ノ
く
ス
チ
1
ノ
レ
監
獄
一
長
ダ
ロ
ニ
1
家
世
襲

ノ
く
ス
チ
i
ノ
レ
設
置

挿
話

20 ユ9 至9 5 19 18 43 5
，
1
7

3
－
4

53 43 43 2 9
5
王
9
6

2 18 50 2 74 18 45 45 21 21

回

五
月
の
四
日
一
1
9
一

其
年
の
四
月
（
1
9
）

ほ
ピ
ど
ト
せ
ウ
ん
が
（
十
5
五
）
才
　
（
■
　
5
　
）
　
以
　
来
　
半
　
年

一
千
七
百
八
十
九
年
の
初
（
1
9
）

千
七
百
八
十
八
年
の
秋
（
ユ
8
）

ニ
ケ
年
（
4
3
）

［
三
1
を
経
て
（
5
）

ピ
ト
ウ
も
今
は
早
十
二
才
（
3
）

四
年
前
（
5
3
）

五
年
（
4
5
）

千
七
百
八
十
二
年
（
4
3
）

山
■
一
二
年
の
月
E
ヨ
を
過
ぎ
（
2
）

千
七
百
七
十
八
年
（
9
5
）

ピ
ト
ウ
が
漸
ニ
ニ
四
才
（
2
）

年
歯
こ
そ
ピ
ト
ウ
の
弟
（
3
）

千
八
百
七
十
二
］
」
年
の
頃
（
7
4
）

■
■
’
二
。
十
余
年
（
4
5
）

十
年
（
4
5
）

百
年
以
前
五
）

五
百
余
年
（
2
1
）

根
拠

一！15一
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